
 

 

 

 
 

 

令和５年度広島県公立高等学校入学者選抜の主な変更点（広島県教育委員会 HPより） 
 

  今年度から広島県の公立高校の入試が大きく変わります。 

今回の進路通信では昨年度までの入試のシステムと変更になっている内容について，簡単に較しながら紹介します。 

  ※詳しくは広島県教育委員会の HPをご覧ください。 

 

～オープンスクール情報（７月５日現在）～ 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度まで 今年度 
選抜（Ⅰ），選抜（Ⅱ），選抜（Ⅲ） 

※選抜（Ⅰ）は俗にいう「推薦入試」 

※選抜（Ⅲ）は入学定員に満たない高等学校で実施 

一次選抜，二次選抜（入学定員に満たない高等学校で実

施）の２回とする。 

※一次選抜では「一般枠による選抜」と「特色枠による

選抜」の２通りがある。 

それぞれの選抜において面接等を行う高校があった。 受検生全員に「自己表現」を実施する。 

選抜（Ⅱ）を３月の初めごろに実施していた。試験日程は一

日目が３教科，二日目が２教科＋小論文や作文・面接等だっ

た。 

一次選抜は一日目（２月２７日）が国語・社会・数学・

自己表現カードの記入・理科・英語。二日目（２月２８

日）が自己表現及び学校独自検査（実施する高等学校）

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志願者は紙媒体の入学願書に手書きで記入して出願してい

た。 

インターネット出願システムで各自が入力して出願す

る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※広島県教育委員会ＨＰより 


